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ツベ ル ク リ ン ・ア レ ル ギ1の 実 験 的 研 究

第1編 ツベル ク リン ・ア ンル ギーにお け る感 作の機 構 に関 す る実 験

小 崎 克 巳

京都大学結核研究所細菌血清学部(指 導 植田三郎教授)

受付 昭和32年1月4日

第1章 緒 論

海瞑が結核菌 に感染す ると,ツ ベルレク リン(以 下 「ツ」

と略)な る抗原 に対 して特 異的な ゼツ」型の反応を与 え

る 「ツ」抗 体が発生 す るのにに,結 核 菌にに由来す る 「ツ」

のみを抗 原 として注射 した時には何故 に特 異な 「ツ」抗

体がで きないのであろ うか。すべ か らく,い れは結核菌

と 「ツ」 の間にに抗 原性 の差異,換 言 すれば感作能力 にに関

して両者 の間 にに生物学的,あ るい は化学的,物 理的 な性

状 の相違 があ るためであ ると考 えざ るをえない。 しか ら

ば 「ツ」 に対 してその母体で ある結核菌 にに近似 した化学

的物理的条件 を附加す るな らば,す なわち結核感染 を う

け一連の細胞反応 を経て生体にに成立す る感作機構 にに類似

す る如 く,「ツ」 を修飾すれば ドツ」もまた,当 然完全抗

原 とな りうるだ ろ うと 思われ る。 最近Raffel1)お よび

Myrvik2)ら は結 核菌の類脂体が特 異な 「ツ」型,遅 延型

の反応 を与え る要 因であ るいとを証 明し,Raffel,Forney

3)はPicrylchlorideに に対 す る過敏症 を,ま たRaffdお

よびArnaud4)は 卵 白に対 し,そ してまたForney5)は

細菌抗 原 として黄色葡 萄球 菌に対 してそれぞれ,結 核菌

の類脂体 を添加 す るいとによ り,そ の反応型 を即時 型か

ら遅延 型にに変更せ しめ うる との一連 の実験 を報告 してい

る。 いれ は要す るにに,化 学物質,蛋 白,あ るいは細菌 と

い うよ うな抗原物質 に,結 核菌 の類脂体 を加 えて,よ り

異物的 な同化吸収 の困難 な状態 にす るい とにによつて,そ

の反応の表現 を変 え させ えた もので あると考 え られ る。

すな わち生体 ににはいれ らの物質 を単独で注射 した時 とは

違つた感作 機構が 成立 した いとを意味 す る。

上 記諸家 の実験 にに鑑 みて,余 は 「ツ」 を吸収困難 な種

々の形 に変 えて投与 した場合 に,果 して 「ツ」型の反応

が起 るか否か を下記 におい て吟味 した。

第2章 「ツ」を流動パ ラフィンの懸濁液 ゐ して注射 した

実験

動物;

あ らか じめ10× 「ツ」0.1mlの 皮内注射 で発赤,硬 結

を認 めない体重350～500gの 成熟 した海狸7匹 を供試 し

た。

方法:

流動 パ ラフィン(以 下流 パ ラと略)2.0mlに5× 「ツ」

05mlを 加 え,乳 鉢 中で均質 な乳濁浮源液 とし,海 狸 の

大腿皮下 に1週 間の間隔で3回 注射 し た。ただNo.95の

みは腹腔 内に注射 した。 対照 として5× 「ツ」 のみ,流

パ ラのみを注射 した ものを加 えた。最後 の注射か ら3週

間後 に10× 「ツ」0.1mlに よ る皮 内反応 と,5mg/0.2ml

のH37Rv株 の菌液 にによるKoch現 象 とを試 みた。

成績:

表1に 示 した如 く,最 終注射2週 後 に行 つた 「ツ」反

応の成績 は省 略 したが,表 中No.87,No。95の 動物に

おいてはすでにい3週 後 と変 らない程度の反応 を示 した。

3週 後に行つた 「ツ」反応 は,大 体10×10mm内 外であ

つたが,発 赤は通 常の 「ツ」反応 よ りも弱 く,多 くの場

合 にに淡紅色 であつた。No.87,No,90に おいては48時 間

後の反応 は中央 に壊死性 の変化 を示 した。その うちNo.

90は,ど ち らか といえばArthus型 にに近 く48時 間後には

表1「ツ 」を流 パ ラ懸濁液 として海狸にに注射 した実験
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ほ とん ど陰性 であつた。

H37Rv5mg/0.2mlの 菌液で同時 にKoch現 象 を試

みた。すなわち 「ツ」 よ りもよ り複雑 な抗原 によつて,

その感作程度 を測定 したので あ るが,い ずれ も典型的 な

Koch現 象 を呈 した。

流 パ ラのみおよび 「ツ」 のみを注射 した対照 は,い ず

れ も陰性で あつ た。

小括:

「ツ」 を流 パラに均質 にに懸濁 して,数 回海猿 に注射す る

と,皮 下注射,腹 腔 内注射 の如何 を問 わず,「ツ 」は早急

には吸収 されず,局 所 に永 く停留 して,貧 喰細胞 によつ

て流 パ ラと共 に摂取せ られ て海狽 を感作 し,特 異 な「ツ」

抗体 を作 り遅延型 の反応 を呈す るよ うになる もの と考 え

られ る。「ツ」の単独注射 によつ ては,そ の注射部位の如

何 を問 わず遅延型の反応性 は起 らない。 いの際 もちろ

ん流パ ラその もの にには抗原性の存在 しない いとは言 うま

で もない。

第3章 「ツ」をグ リコーゲ ンと共に腹腔内に注射 した実

験

1936年Ch翫mberお よびGrand6)は グ リコーゲ ンが游

走細胞 に対 して強いChemotaxisを 発揮す るいとを報告

し,Suter7)は 貧喰細胞内の結核菌の増殖 を研究す るため

にに,生 理的食塩水permlO.01mgの グ リコーゲ ンを含

有す る溶液10m1を 海瞑の腹腔内 に注射す る方法 を用い

てい る。かれの成績 にによれば,注 射後数 印 にして腹腔内

に游走 して くる細胞は,そ の85%が 単核性細胞(monon-

uclear Cell)で ある。 いの よ うに グ リコーゲ ンは特異的

にに単核性細胞の游走 を起 させ るいとを応用 して,今 抗原

た るべ き 「ツ」 をグ リコーゲンと共 に海狼の腹腔内にに注

射すれば,「ツ 」の単独注射 とはやや趣 を異 ににす る感作が

あるい は成立す るのではないか と考 えて次の実験 を試み

た。

動物:

あ らか じめ行 つた10× 「ツ」の皮内注射で発赤,硬 結 を

作 らない体重300～4509の 白色海瞑8匹 を供試 した。

方法:

あ らか じめグ リコーゲ ン溶液 による単核性細胞の游走

の程度 を知 るた め にに,予 備実験 として,生 理的食塩水

per ml0.01mgの グ リコーゲ ンを含有す る溶液 を作 り,

その10mlを5日 間毎 日連続 して2匹 の海狽の腹腔内に

注 射 し,最 終注射5日 後に殺 し,腹 腔内 を15mlの ロッ

ク液 で よ く洗滌 し,滲 出細胞の浮 游液 をえて,血.液 中の

白血球数計算 方法に倣 つてper mm3中 の総細胞数 を計

算 した。そ して1滴 を塗抹 して,ギ ムザ染色 を行 い細胞

像 を調べ た。なおNeutralred染 色 によ ると95%以 上が

生活細胞 であつた。そしてグ リコーゲ ン注射5日 後 にお

け る腹腔 内滲 出細胞数 およびその構成細胞 の百分率 は次

表 の通 りであつて,大 部分単核性細 胞であ る。

ただ いの際 リンパ球 を判然 と鑑別 す るいとの困難 な場

合 があつ たので,上 表 中には小単核性細胞 も大単核性細

胞 も一括記載 した。

以上の予備実験 にに基 き,グ リコーゲ ン液9mlに5×

「ツ」1.0mlを 加 えた溶液(す なわち5× 「ツ」液 をグ リ

コーゲ ン液で10× に稀釈 して)を2匹 の海狸(No.94,

No.93)に には毎 日連 続,他 の2匹(No.92,No.91)に に

は1週 間間隔で3回 腹腔内注射 を行 つた。 そ し て 最 終

回注射3週 後 と4週 後1に10× 「ツ」0.1mlで 皮内反応 を

行 うと共 に,4週 後には,H37Rv株5mg/0.2mlの 菌

液 を用いて,Koch現 象を行い海狼の感 作状 態 を 調 べ

た。

成績:

成績 は表2に 示 した如 く,「ツ」をグ リコーゲ ンと共 に

1日1回5日 間連続 して腹腔内 にに注射 した もの もまた,

1週 間間隔で3回 注射 した もの もと もに対照 に比 して,

明 らか に 「ツ」 の皮内注射 に反応す るよ うになつ た。 し

表2「ツ 」 をグ リコーゲ ンと共 に腹腔 内に注射 した実験 ,
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か しその際の反応 は生菌感染 に見 られ るよ うな特徴 ある

遅延型 の もの とは若干異 な り,No。93,No.94の4週 後

に行つ た 「ツ」反応 のよ うにに,瀰 漫性 の淡紅色 の発赤 が

あ り,あ るい はNo.94に において見 られ た如 く周辺 に発赤

が あつ て,そ の内側 は蒼 白で貧血状態 を示 してい るよ う

な もの もあつ た。一般 に発赤 も瀰漫性で弱 く,硬 結 は さ

らに軽度 な場合が多い よ うに思 われた。

しか し,グ リコーゲ ンだ けあるい は,「ツ 」だ けを5回

5日 間連続注射 した対照例 におい ては,い の よ うな反応

は見 られなかつた。なお4週 後 にH37R.v5mg/0.2mlの

菌液 で試 みたKoch現 象 によつて感作程度 を測定 した と

いう,い ずれ も強 く反応 し,典 型的なKoch現 象が観察

され,1週 間内外で痂皮形成の後,剥 脱 して行 く過程が

見 られた。対照では,い の よ うな ア レルレギー炎症 は見 ら

れなかつ た。

小括:

グ リコーゲ ンは生理的 に生体 に存在 す る物 質 で あ る

が,そ の腹腔 内注射 は強 い単核性 細胞の游走 を きたす。

そして グ リコーゲ ンに 「ツ」 を加 えて注射す ると,食 塩

水 と 「ツ」 とを注射 した蝕照 とは大い にに様相 を異 ににす る

反応性が出現す る。 いれ は と りもなお きず,グ リコーゲ

ンが体 内細胞 に対 す るその特殊 な作用 にによつて,「 ツ」の

注射 にによる感作過程 に必要 なある種 の条件 を準備す るた

めで ある と考 え られ る。す なわち,グ リコーゲ ンによ る

強 い単核性細胞 の游走 いそ いの際 の 「ツ」によ る感作過

程 に重要 な役割 を演ず る もの と考 え られ る。「ツ」だ けを

注射 した時 よ りも,グ リコーゲ ンと共 にに注射 せ られ た

「ツ」 は,注 射 によつ て游走 した単核性細胞 と接触 しな

い しは摂取せ られ て,い いに 「ツ」抗体の産生 を促 し,

感作 とい う特別 な機構が成立す る もの と解釈で きる。単

核性細胞が 「ツ」抗体 を保持 し,運 搬 してい るとい う事

実 はChase8)そ の他の実験10'-14)ならびにに余の下記の実

験 によつ て も実証せ られてい るが,上 述の解釈は妥当な

もの と考 え られ る。

第4章 「ツ」を山羊赤血球に吸着 きせて注射 した実験

第1節 感作実験

嘗 つて青 山は臓器細胞核 が 「ツ」 に結 合す るいとによ

つ て 「ツ」 なるHaptenは 抗原 とな りうるいとを述べ,

戸 田は いれ にに反対 した意見 を述べ てい る。しか し余 は上

記の実験 にに基 き,「ツ」と単核性細胞 の緊密 なあ る種 の関

係が,「ツ 」抗体の産生機構1に大い な る意義が ある と考 え

た。今回は さ らにに一歩 を進めて 「ツ」 を生体細胞で ある

赤 血球 に吸着せ しめて注射すれば,流 パ ラ等の無機物質

を使用 した場合 よ りも一層 「ツ」が単核性細胞 と密接な

関係にに到達 し,よ つて よ り円滑 な感作が成立す るで あろ

ういとを予測 して次の実験 を行つ た。

動物:

あ らか じめ10× 「ツ」に反応 しない体重300～4508の 白

色 成熟 海狸8匹 を供試 した。

方法:

山羊 の脱線維素血液 を1回 生理 的食 塩水で洗滌 して得

た赤血球1.0mlに2× 「ツ」1.0mlを 加 えてよ く混 和 し,

24時 間放置 して充分赤血球 に吸着せ しめた ものを使 用し

た。

第1群 の4匹 には,山 羊赤血球1.0mlに 「ツ」1.0ml

を吸着 せ しめた ものを,お のおの1週 間間隔で2回 海瞑

の左右 大腿皮下 にに注射 し,第2群 の3匹 には,おの おの1

週間間隔で2回 腹腔内に注射 した。最終換注射3,4週

後にに10×「ツ」を皮 内にに注射 し,ま たH37Rv株5mg/0.2

mlの 菌液 を皮内注射 してKoch現 象 の出現 を確めた。

成績:

表3に 示 した如 く,山 羊赤血球 だけを単 独に海猿の皮

下,ま たは,腹 腔 内に注射 した対 照動 物は注射3,4週

後 にに行 つた 「ツ」反応 およびKoch現 象が,い ずれ も

陰性 であ るのに反 して,赤 血球 に 「ツ」 を添加 吸着 させ

て皮下 あ るいは,腹 腔 内に注射 した場合 は,1,2の

例外 を除いて概 して強いア レルギ ーを賦 与し,も ちろん

表3「ツ 」を山羊赤血球に吸着させて注射した実験
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Koch現 象 もまた平行 して強 く出現 した。 いの 場 合 の

「ツ」反応 は肉眼的1には生菌感染 に見 られ る典 型的 な遅

延型,「ツ 」型 の反応で あ り,強 い発赤 と硬結 を示 した°

その最 も顕著 な ものは,皮 下注射 したNo.102と,腹 腔

内注射 を行つ たNo.39に おい て見 られ た。皮下注射 をし

たNo。104で は,反 応は比較的軽度で あつたが,Koch現

象 は中等度の強 さを示 した。ただ腹腔 内注射 をしたNo.

48は3週 後 も4週 後 も共 に 「ツ」反応 は極 めて弱 く,む

しろ陰性 と判定すべ き程度で あ り,Koch現 象 もまた陰

性で あつ た。 また腹腔 内注射のNo59は 注射3日 後 にに死

亡 した。す なわ ち赤血球 に 「ツ」 を吸着 させて海狽 に注

射す る場合 は,感 作が成立 し,特 異 な 「ツ」型の反応 を

起す。 いの場合,時1に 不明の原因 にによつて感作の成立 し

ない もの も多少は存在 した。

第2節 「ツ」を山羊赤血球 に吸着 させて感作 した海狸の

腹腔滲出単核性細胞 を もつてす る 「ツ」 アレルレギーの受

動性伝達(Passive Transfer)に ついて

在来 「ツ」抗 体は体液 性の もので はな く,組 織ない し

細胞鈎着性の もので あると考 え られ,血 清 中にに 「ツ」抗

体が存在 して も極 く微量であ り,結 核動物 の血清 にによる

「ツ」 アレルギ ーの受 動性伝達 は,多 くの場 合 に失 敗 し

て きた。 しか し後編に も詳述す る如 く,Chaseは 腹腔滲

騨 核性細 包に よる 「ツ」ア の レギ ーの受動 性伝達 にに成

功 した。 そいで余は いの事 実 を応用 して,山 羊赤血球にに

「ツ」を吸着せ しめて海倶 を感作 して成立 した反応が,果

して 「ツ」型,遅 延 型の ものであ るか,あ るいはArthus

型の ものであ るか を決定せん と考 えた。すなわ ち山羊赤

血球 吸着 「ツ」に よる感 作海瞑の腹腔滲出単核性細胞 を

もつて,健 康な海狸にに受 動性伝達がで きるか否か を調べ

た。

動物:

滲 出単核性細 胞供給動物(以 下Do瓜orと 略)と しては

山羊赤血球+「ツ 」を2換 皮下 注射 して感 作 し,10× 「ツ」

0.1mlの 皮 内注射で強 く反応 したNo.101と,対 照 とし

て僅康海瞑No.35を 使用 した。滲出単核性細胞 を受 ける

動物(以 下Recipientと 略)と しては,未 感 染,未 感作

の健康海狸2匹 を供試 した。

方法:

Chaseの 方法の変法で あるMetaxas,Metaxas-Buhler

11)の方法 を応 用 した。いれは感作動物 の単核性細胞 を使

用 したPrausnitz-Kustner法 いよ る抗体証 明法 であ る。

すなわ ち,感 作海 狼No.101,対 照 健康海瞑No.35の 腹

腔 内にそれぞれ流 パ ラ30mlを 注射 し,48時 間後 にi殺し

て,腹 腔を ロック液 で充 分洗滌 し,洗 滌液 を遠心沈澱 し

て上清 を捨 て,さ らに沈渣細胞 を数 回 ロック液 にて洗滌

して,そ れぞれ0.2m1内 外 の細胞を得た。 いれにに1.0ml

の ロック液 を加 え膿状 の浮游液 とした。Neutralredに よ

る超 生体染色 にによ ると,そ の95%以 上は生活細胞で あ

り,ギ ムザ染色 によ ると,次 の如 き細胞像 を示 した。

多核性 白血球 18%

大単核性細胞 47%

リ ン パ 球 35%

いの細胞浮游液 を2分 し,Recipient No.105,No.

106の 側腹皮 内にに次の如 く注射 した。

No.105 No.106

No.105

Iの 部の皮 内には健康海瞑 の腹腔滲 出細胞浮溝液0.3

mlを 注射 して,4日 後 に10× 「ツ」0.1mlを 注射 した。

IIの部の皮内1には感作海狽の腹腔滲出細胞浮游液0.3

mlを 注射 して,4日 後にに10×「ツ」0.1mlを 注射 した。

IIIの部の皮内 にには感作海狸の腹腔滲 出細胞浮游液0.3

mlを 注射 して,4日 後に生理的食塩水0.1mlを 注射 し

た。

IVの 部の皮内 にには感作海瞑 の血清 を0.3ml注 射 し,4

日後10× 「ツ」0.1mlを 注射 した。

No.106

Iの 部の皮内にには感作海狸の腹腔滲出細胞浮游液0.3

mlに10× 「ツ」0.3mlを 加 え,そ の0.3mlを 注射 した。

IIの 部の皮内1には感作海瞑の腹腔滲出細胞浮游液0.3

mlの み を注射 した。

成績:

「ツ」 を吸着 させた山羊赤血 球で感 作 した海狽の腹腔内

に,流 パ ラを注射 して集 めた滲 出細胞は大単核性 細胞 と

リンパ球 と合 せて80%を 占め る。 そして いれ を ロック液

の浮游液 として健康海狸 について行 ったPrausnitz-Ku-

stner反 応 は陽性 であ り,同 一動物 の血清 を用いた場合

は受動性 伝達 は不可能 であつた。 もちろん対照 の健康 海

猿をDonorと した場合 は陰性 であつた。また表5にに示

す如 く,Kourilsky,Decrolx14)の 方法 によつて,感 作 海

瞑の滲 出細 胞にに1/20「ツ」 を加 えた混合液 を健康海 狼皮 内

にに注射 す ると,そ の皮 膚局 所に抗原抗体反応が起 つて顕

著 な発赤,硬 結が現 われた。対照 の健康海狸 の細胞浮游

液 を 翼ecipient No.105の 皮 内に注射 して,4日 後 その局

所 に試 みた 「ツ」反応 は陰性で あつ た。

す なわち,「ツ 」を吸着 した 山羊赤 血球で感作 した海狽

をDonorと して,そ の腹腔滲出細胞 を健康海狸の皮内

に注射 して,4同 後 にに 「ツ」反応 を行 うか,あ るい は,

細胞 を20× 「ツ」と共 にに注射すればRecipientに おいて,

発赤,硬 結 を生 じた。すなわ ち 「ツ」吸着 山羊赤血球 で
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感作 した海狽 の単核性細胞 は 「ツ」抗体 を保有 してい る

いとを示 した。

表4RedpientNo.105に おけ る反応

表5Recipient No.106に お け る 反 応

第3節 小括

以上第1,第2節 の実験 を小括 して考 察 してみ ると,

前章 まで は流 パラ,グ リコーゲ ンとい うよ うな単純化学

薬 品を 「ツ」 にに加 えて海狸にに注射 して感作 を試みたので

あるが,本 章 ににおいて は,生 体細胞で ある山羊赤血球 を

用い て,い れ にに 「ツ」 を吸着せし めて海瞑 を感作 した訳

で あ る。そしてその成績 は例数が充分 とはいい難い憾み

はあ るが,前 章 までの成績 に比 し遥か にに典型的 な 「ツ」

型,遅 延 型の感作 を成立せ しめえた。被感作動物 は特徴

的な 「ツ」 反応 を与えたばか りでな く,そ の腹腔滲出単

核性 細胞が 「ツ」抗体 を保持,運 搬 してい るいとがPr.

ausnitz-Kustner反 応 によつて立証 せ られた。 そして山

羊赤血球+「ツ 」で感作 された海狸は結核感染 動物 と変 ら

ない 「ツ」反応 を与 え,Koch現 象 もまた,著 明に出現

した いとは甚だ興味があ る。 しか しなが ら,被 感作 海猿

に結核生菌の再感染1に対 して,ど れ ほどの感作防禦力,

ない しは抵抗性が賦与せ られてい るかの吟味 は後 印 に譲

る。

「ツ」 を上記 の如 く化学薬品 と共 に注射 した場合 よ り

も,生 体細胞 であ る赤血球 と共 に注射 した時の方が,よ

り顕著 な 「ツ」型 の反応性 を賦与す るとい う事実 は興味

深 く,い れは恐 らく,被 感作海狽 ににおける 「ツ」抗体産

生 の機構が いの場合,よ り自然 にに,円 滑 に進行す るため

ではないか と考 え られ る。す なわち いの実験 におい て使

用 した赤血球 の意 義は,吸 着 された 「ツ」 を単核性細胞

に充分摂取,同 化 させ るにに役 立つ もの と推察 され る。

かか る事 実は,病 巣 に起 る細胞 の崩壊 と,結 核菌 の崩

壊ない しその組成分の分解にによる 「ツ」様物質 の游離 と

が,「ツ 」アレルギ ーの成 立を助け るいとを示す のか も知

れ ない。

第5章 総括な らびに考案

結核菌 に由来す る,あ るいは結核菌のin vitroに お

け る酵素作用 によ る自家融解 によつて産生 され ると考 え

られ る 「ツ」 は,当 然結核菌の菌体成分 を含 有 し,抗 体

を産生 させ る抗原性 を具備 してい るべ きであ るが,現 在

まで 「ツ」の完全抗原性については否 定的な見解 が支配

的で あ り,ま た 「ツ」の感作が生菌感染の際 に見 られ る

と同様 な 「ツ」型,遅 延型の反応性 を賦与で きた事実 も

報告 されてい ない。 いれ は とりもな お さず,結 核菌 と

「ツ」 の物理的 な,な い しは組成構造上 の,あ るいは生

物学的差異 に基 くもので あろ う。結核死菌 も,そ の抗原

性が乏 しいが,い れ を流 パ ラ中に懸濁す る いとにによつ て

その抗原性 を増強せ しめ うる いとは周知 の通 りで ある。

いの事実 は,死 菌体 ににある物理的 な要因(異 物性)を 賦

与す る いとによつ て,そ の際の生体の反応状態 をあたか

も生菌感染 にに近い状態 に もち きた らす ためで あろ うと考

え られ る。 いれ と類似 の いとはRaffelら によつて もま

た,報 告せ られてい る。す なわちpicrylchloride,卵 白,

あ るいは細菌抗原 として黄色葡萄球菌 にに結核菌体 の脂質

を添加 して,そ れぞれの物理的状態 を変化せ しめ るいと

に よつて,遅 延 型の反応 を惹起せ しめえた。余 も上記 の

如 く,「ツ」に流 パ ラを加 え,あ るいは赤血球 に吸着 させ

た 「ツ」 を もつて,海 狽 を感作す るいとによ り,す なわ

ち 「ツ」 に一定の(吸 収困難な異物的な)状 態 を具備 す

るよ うな形で注射す るいとに よつて,「ツ 」型の反応を惹

起 させ うるいとに成功 した。 さ らに また 「ツ」 に必ず し

も一定の物理的条件 を附加せず と も,予 め グ リコーゲ ン

の腹腔 内注 射によ り,単 核性細胞の游走滲出 を誘い,し

か る後 「ツ」 を注射 して,細 胞 と接触吸収 させ るいとにに

よつ て もまた,対 照 とは異 なる反応性 を起 させ るいとが

で きた。 いれ らの事実 よ り,前 記の物理的条件ない し状

態 とは,生 体 に単核性細胞の反応 を起 させ る条件であつ

て,い わば異物的反応 を惹起す る条件 と考 え られ る。な

お山羊赤血球 に吸着 させ た 「ツ」 に対 して,最 も強い典

型的な 「ツ」抗体 の産 出をみたのは,山 羊赤血球が生体

細 胞であ るために,被 感作海瞑 の単核性細胞 による摂取

が流 パ ラその他 のAdjuvantに 較べ てよ り容易で あ るた

めに,よ り強力な感作 が成 立した もの と考 え られ る。 い

の よ うに成立 したア レルギ ーは,そ の単核性細胞 を もつ

てせ るPrausnitz-Kustner反 応か ら見れば,明 らかに

「ツ」型の ものであ る。ひ るがえつて,生 菌感染 におけ る

ア レルギ ーの成 立機構 を考 え るに,結 核菌 の発育,増 殖,

産生物質 と同様に,菌 体組成の特殊性(多 量 の類脂体)

に よつて通常の抗 原感作 の時 とは異なつた細胞反応,強

い単核性 細胞反応が起 ると同時 に,他 方結核菌 の崩壊 に

よ り 「ツ」様物 質が游離 せ られ,ま たは組織 の崩壊 によ

つて各種の物質が病巣内 に出現 し,い れ らが単核性細 胞

と特別 な関係 に入 るいとが,「ツ 」抗体の産生にに直接繋 る

ので はないか と考 える。「ツ」抗体の産生,あ るいは保 持

は第3編 の実験 において もみ た如 く,単 核性細胞中で行

われ るいとは確実視せ られ る。 第2編 の実験か ら も ま
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た,分 るよ うに,「ツ 」ア の レギーの成立機構にお ける類

脂体の果す役割 を考 えた場合,単 核 性細胞 との密 接な関

係が容易に推測せ られ る。

結 論

次の如 き条件下にに 「ツ」 を海瞑に注射 す るいと1によつ

て 「ツ」ア レルギ ーを成 立 させ るいとが で きた。

1.「ツ 」を流 パ ラ懸濁液 として海瞑 の皮下,あ るいは

腹腔 内に数 回注射 す るいと1によつて,「ツ 」ア レル ギ ーを

惹 起 しえた。

2.グ リコーゲ ンの0.1mgを 腹腔 内1に注射 して,単 核

性細胞 の游走 を起 さしめて後,「ツ 」を頻回投与す るいと

によつて もまた感作 しえた。

3.さ らに 「ツ」 を山羊赤血球 に吸着 させ て,皮 下あ

るいは腹腔 内に数 回注射 した場合 に もまた,顕 著な反応

性が 出現 した。

4.そ して,か くして出現 した抗体 は,そ の腹腔滲出

単核性細胞 を用い て 施行 したPrausnitz-Kustner法 こ

よつて 「ツ」抗体で あるいとが確認せ られ た。

終 りに臨み,終 始御懇篤 な御指導 と御校閲 を賜つた植

田三郎教授 に厚 く感謝 します。

参 考 文 献

1) Raffel, S.: Am. Rev. Tuberc., 54: 564, 1946.

2) Myrvik, Q. and Weiser, R.S.: J. Immunol.,

 68: 413, 1952.

3) Raffel, S. and Forney, J.E.: J. Exp. Med., 

88: 485, 1948.

 4) Raffel, S., Arnaud, L.E., Dukes, C.D. and

 Huangs, J.S.: J. Exp. Med., 90: 53, 1949.

5) Forney, J.E.: Am. Rev. Tuberc., 96: 241, 

1954.

6) Chamber, R. and Grand, C.G.: J. Cell and 

Comp. Physiol., 8: 1, 1936.

7) Suter, E.: J. Exp. Med., 96: 137, 1952.

8) Chase, M. W.: Proc. Soc. Exp. Biol. & Med., 

59: 134, 1945.

9) Kirchheimer, W. F. and Weiser, R. S.: Proc. 

Soc. Exp. Biol. &Med., 66:166, 1947. Proc 

Soc. Exp. Biol. &Med., 70: 99, 1949.

10) Stavitzky, A.B.: Proc. Soc. Exp. Biol. &

Med., 67: 225, 1948.

11) Metaxas, M.N. and Metaxas--Buhler, M.: 

Proc. Soc. Exp. Biol. &Med., 69: 163, 1948.

12) Lawrence, H.S.: Proc. Soc. Exp. Biol. &

Med., 71: 516, 1949.

13) Schmid, F.: Beitr. Klin. Tuberk., 105: 397,

 1951.

14) Kourilsky, R. et Decroix, G.: Compt. rend.

 Soc. Biol., 146: 235, 1952.


